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この「企画提案審査要領」は、岩手県（以下「県」という。）が実施する「令和８年度インバウンド受

入態勢強化業務」（以下「本業務」という。）に係る委託候補者を選定するために行う企画コンペの提案

審査について、必要な事項を定めるものである。 

 

１ 審査機関                                         

 ⑴ 本業務に係る企画提案の審査は、企画提案審査委員会（以下「審査委員会」という。）において実

施するものとする。 

 ⑵ 審査委員会は、企画コンペ参加者（以下「コンペ参加者」という。）から提出された、別添資料１

「企画コンペ実施要領」で定める書類（以下「企画コンペ提案書等」という。）について、下記４に

定める審査基準に基づき、審査を行うものとする。 

 

２ 審査方法                                         

 ⑴ 審査は、コンペ参加者から提出された企画コンペ提案書等に基づいて行う。 

 ⑵ コンペ参加者が４者を超える場合には、審査委員会において、企画コンペ提案書等による審査（以

下「一次審査」という。）を実施し、上位と評された４者により、審査委員会において、企画コンペ

提案書等に基づく審査を行うものであること。なお、コンペ参加者が４者以下であった場合には、

一次審査は行わないものとする。 

 ⑶ 審査委員は、企画コンペ提案書等に基づき、個別の審査項目ごとに評価・評点を行い、審査委員

ごとに上位３者まで順位点（１位－５点、２位－３点、３位－１点）を付し、委員会で合計した総

得点により順位をつけて県に報告するものとする。 

   なお、総得点が同点の場合には、高い順位の票を多く得たものを上位者とし、高い順位の票が同

数の場合には、審査委員において合議の上、順位を決定するものとする。 

 ⑷ コンペ参加者が１者のみであった場合にも、審査委員会において企画コンペ提案書等に基づく審

査を実施し、各審査員の評価点の合計が、総得点（300 点）の 60％以上（180 点以上）であること

を合格の目安として、本業務を実施するにふさわしいか否かを評価し、その旨を県に報告するもの

とする。 

 

３ 審査結果の通知                                      

審査結果については、各コンペ参加者に郵送により書面で通知する。 
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４ 審査基準及び配点                                     

審査項目、審査観点及び配点 
審査項目 審査観点 配点 

企画内容の 

的確性 

業務目的 
・ 業務目的を理解し、その達成のために的確

な提案となっているか。 
10 

20 

事業実施効果 

・ 県内事業者がインバウンド受入態勢整備強

化において自信向上及び、外国人観光客の満

足度の向上並びに誘客拡大につながる効果的

な提案となっているか。 

10 

業務内容 

周知・集客業務 
・ 周知・集客において、効果的な方法が提案さ

れているか。 
10 

50 

セミナー開催運

営及び個別支援

業務 

・ セミナー内容は、参加者が理解しやすいも

のとなっているか。 

・ セミナー内容は、参加者がカタカナ英語の

活用による心理的負担の軽減及び英語対応へ

の自信向上、また、外国人観光客の満足度の

向上及びリピーターの増加につながる内容と

なっているか。 

・ 個別支援は、参加者がセミナーで習得した

カタカナ英語を現場ですぐに活用でき、かつ、

支援後、自走できるような実践的な提案とな

っているか。 

20 

ＯＴＡサイトを

活用した商品造

成・販売整備、伴

走支援業務 

・ ＯＴＡ商品造成・販売整備は、ＦＩＴ層の誘

客拡大において、効果的な内容が提案されて

いるか。 

・  伴走支援は、事業者が、支援後、自立して

継続できるような内容が提案されているか。 

10 

進捗管理・ 

業務報告等 
・ 進捗管理方法は妥当か。 10 

業務 

遂行能力 

スケジュール 
・ 業務スケジュール案は実現可能なものか。 

・ 効率的なスケジュールとなっているか。 
10 

30 業務実施体制 
・ 業務を実施するうえで十分な体制である

か。 
10 

費用積算内訳 
・ 事業単価経費が妥当であり、企画提案内容

と整合がとれているか。 
10 

合    計 100 
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